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GC/MS による東京都内河川水中環境リスク懸念物質の実態調査 

 

加藤みか・西野貴裕・宮沢佳隆・下間志正 

 

************************************************************************************************** 

【要 約】国内都市域の河川水の GC/MS によるスクリーニング分析で検出された物質について、生態毒性を考慮

して優先的に調査すべき環境リスク懸念物質を選定し、ターゲット分析による環境実態調査を実施した。 

平常時の環境実態を把握することで、事故･災害時の迅速な対応に貢献できると考えられる。 

************************************************************************************************** 
【目 的】 

 多種多様な化学物質が製造・使用・廃棄過程で環境へ排出されているが、事故･災害が生じた際にはこれらの

物質が比較的大量に都内河川に流入する可能性がある。そこで、都内河川の化学物質の実態を網羅的に把握す

るために、GC/MS によるスクリーニング分析を実施したところ、多種多様な未規制物質が検出され 1)、国内の

比較的大都市域の河川においても、同様な未規制物質が検出 2)されていることが分かった。そこで、本研究で

は、国内の大都市域で検出された多数の物質の中から、毒性情報を考慮して優先的に調査すべき物質を選定し、

都内河川の平常時における化学物質の詳細実態調査を行った。 

【方 法】 

 2018 年 2～3月、2019 年 1 月（寒候期）および 2018 年 6～9 月（暖候期）に、多摩川、荒川、隅田川、中川

等の図 1に示した合計 14 地点において表層水を採取した。なお、水質の時間変動を考慮して、午前と午後の 2

回に分けて調査を実施した。水試料は図 2 に示した方法で前処理を行い、GC/MS の SIM モードにて一斉分析を

行った。 

【結果の概要】 

(1) 環境リスク懸念物質の選定 
環境リスク懸念物質を図 3 に示した流れで寒候期と暖候期に分けて選定した。選定物質の例を表 1 に示す。

物質の用途は可塑剤、溶剤、ゴム添加剤、農薬、医薬品の他、多環芳香族炭化水素類等と多岐にわたる。なお、

毒性情報については、多数の物質において予測無影響濃度(PNEC)等に関する情報が得られなかったため、生

態毒性の定量的構造活性相関(QSAR)モデルによる予測毒性値 3)を用いた。 
(2) 環境リスク懸念物質の調査結果 
都内河川で比較的高濃度･高頻度で検出された環境リスク懸念物質の調査結果（例）を図 4 に示す。いずれ

の地点においても、一部の物質を除き、午前と午後で検出された物質の濃度はほぼ同程度で顕著な変動は見ら

れなかった。また、寒候期と暖候期との差異については、一部の農薬等の物質で暖候期に多く検出される傾向

が見られた。水質の時間変動や季節変動を明らかにするためには、採水地点の状況や頻度を考慮した詳細調査

が必要であると考えられた。また、多摩川については、上流地点(永田橋)では検出物質数は少なく、下流域の

下水放流水の影響が大きい地点(多摩川原橋等)では多数の物質が比較的高濃度で検出された。これらの物質の

うち、一部の地点で Triclosan が PNEC (28ng/L)4)を超過し、Caffeine は PNEC (5,200ng/L)5)の 1/10 を超え

る地点も見られ、継続的な調査が必要であることが分かった。なお、本調査で実施した分析法では、フタル酸

類等の一部の物質について、操作ブランクの低減、クロマトグラムの分離・感度向上が課題となったことから、

今後は分析法の改善を検討していく予定である。 
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図 2 前処理方法 

図 3 環境リスク懸念物質選定の流れ 

河川中の化学物質のスクリーニング分析は、GC/MS 全自動同定・

定量データベース(AIQS-DB)を用いて、保持指標や MS ｽﾍﾟｸﾄﾙ

で物質同定を行い、標準試料を使用せずに DBに登録されている

検量線を用いて、大凡の濃度を算出している。AIQS-DB には、

沸点(約 140～550℃)、LogPow(-0.65～15)と幅広い物性の有機

化合物が登録されている。 

<可塑剤/プラスチック原料/有機合成原料等>
 Nitrobenzene, 4-Methyl-2,6-di-t-butylphenol, Diethyl phthalate, Butyl benzyl phtalate,    
 Bisphenol A, Diphenyl sulfone, Bis(2-ethylhexyl)adipate, Dibutyl phthalate,  
 Bis(2-ethylhexyl)phthalate, 1,1,1-Trichloro-2-methyl-2-propanol, 2-Ethyl-1-hexanol 
<溶剤/洗浄剤/ゴム添加剤等> 
 4-tert-Octylphenol, 2-(Methylthio)-benzothiazole, Benzothiazole, Acetophenone  
 1,2-Dichlorobenzene, phenol, 4-Cymene, Hexachlorobutadiene 
<農薬>  (殺菌剤)Thifluzamide, Orysastrobin, Isoprothiolane, Pyroquilone, Furametpyr,  
(殺虫剤) Pretilachlor (除草剤) Bromobutide, Symetryne, Bromacil, Butachlor, Mefenacet  
<医薬･化粧品等> 
 Triclosan, Caffeine, 1,4-Dichlorobenzene, Benzyl alcohol 
<多環芳⾹族炭化⽔素類> 
 Naphthalene, Acenaphthene, Pyrene, Methyl naphthalene, Dimethyl naphthalene

図 1 調査地点 

表 1 選定した環境リスク懸念物質の例 （寒候･暖候期共通・寒候期のみ・暖候期のみ） 

図 4 環境リスク懸念物質の調査結果の例 
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